
只見高校
現在　　　　１学年２学級（７０人）
　　　　　　　　　⬇
令和２年度　１学年１学級（４０人）
•地域協働推進校に位置づけ

南会津高校
令和５年度　田島高校と統合
•現在の田島高校を校舎として使用
•総合学科　１学年３学級（１２０人）
•キャリア指導推進校に位置づけ

※本内容は計画であり、確定したものではありません。

県
立
高
校
改
革
で
定
員
縮
小
・
統
合
計
画
が
示
さ
れ
る

只
見
高
校
・
南
会
津
高
校
が
対
象
に

只
見
高
校
は
一
学
年

一
学
級
に
定
員
縮
小

　

今
年
２
月
、
県
教
育
委
員
会
か

ら
「
県
立
高
等
学
校
改
革
前
期
実

施
計
画
」（
２
０
１
９
～
２
０
２
３

年
度
）
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
主

な
内
容
と
し
て
は
、
少
子
化
に
よ

る
小
規
模
校
の
増
加
を
主
な
理
由

に
、
一
学
年
四
～
六
学
級
を
望
ま

し
い
学
習
環
境
と
し
て
、
県
内
の

県
立
高
校
を
現
在
の
96
校
か
ら
81

校
に
再
編
す
る
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
上
記
表
１
の
と
お
り
只
見
高

校
と
南
会
津
高
校（
南
会
津
町
界
）

も
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

只
見
高
校
は
、「
地
理
的
条
件
や

公
共
交
通
機
関
の
状
況
等
か
ら
、

統
合
に
よ
り
近
隣
高
校
へ
の
通
学

が
困
難
に
な
る
」「
地
元
か
ら
の

入
学
者
割
合
が
著
し
く
高
い
」
と

い
う
理
由
で
統
合
と
は
な
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
、
定
員
数
を
現
在
の

一
学
年
二
学
級
（
70
人
）
か
ら
一

学
年
一
学
級
（
40
人
）
へ
と
縮
小

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

県
は
、
地
域
の
意
見
を
参
考
に

し
な
が
ら
同
改
革
を
進
め
る
と
し

て
お
り
、
各
地
で
改
革
懇
談
会
や

住
民
説
明
会
を
開
催
し
、
計
画
発

表
か
ら
現
在
ま
で
説
明
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。
只
見
高
校
と
南
会
津

高
校
に
つ
い
て
も
、
意
見
交
換
が

繰
り
返
し
実
施
さ
れ
て
お
り
、
各

会
で
「
定
員
縮
小
は
教
員
数
の
減

少
に
直
結
す
る
」「
南
会
津
高
校

の
生
徒
は
、
田
島
高
校
の
生
徒
と

は
生
活
圏
が
分
か
れ
て
い
る
」
な

ど
計
画
へ
の
反
対
意
見
が
相
次
い

で
い
る
状
況
で
す
。

　

只
見
高
校
の
定
員
縮
小
は
来
年

度
、
南
会
津
高
校
の
統
合
は
２
０

２
３
年
度
に
迫
っ
て
お
り
、
今
後

の
動
向
が
注
視
さ
れ
ま
す
。

表1 　県立高校改革前期実施計画の内容（只見高、南会津高）
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①教職員数の減少により、教育の質が低下する。また、生徒
の進路実現対策が手薄になる。
②「山村教育留学制度」（全国から同校入学生を募集し、生活・
教育支援を行う制度）があり、地元の生徒と合わせると１
学級では定員数が不足する。
　　　　　　　　　　　　　✚
他校の統廃合の結果、生徒の進路動向が変化し、只見高校へ
の応募が増えることも想定される。

⑴　計画通り１学年１学級化とする。しかし、入学希望者が
４０人を大幅に超えた場合は、その年だけ学級数を暫定的
に増やすことを検討する。（※「何人超えた場合に学級数増」
等の指標は現時点では出せない）
⑵　教員数減には、①教員の加配　②ICT環境の整備
③コミュニティ・スクールの導入　などにより対応する。
→保護者や地域住民が学校の課題解決に参加する仕組み
　（町内小中学校で導入済）

　本計画を受け、６月２８日には、町として県教育委員会に
要望活動を行いました。要望の内容は、①現行教員数の維持 
②２クラス７０名定員の維持 ③山村教育留学制度への支援 
です。同要望については、可能な限り支援していきたいと福
島県教育委員会 鈴木教育長から回答をいただきました。
　また、８月５日には、只見町小中学校PTA連絡協議会が

「福島県立只見高等学校の定員４０名１学級本校化に反対する
請願署名」を鈴木教育長に提出しました。署名は2,212人
分となり（人口の半数以上）、多くの方が地域全体の問題であ
ると認識されていることが明らかになりました。
　今年１０月には只見高校の来年度定員数が発表されますが、
定員縮小となった場合にも、教員数の維持などを中心に町や
関係団体が引き続き要望等をしていく予定です。

要望書や請願署名を提出

定
員
数
の
不
足
に
加
え

教
員
数
の
減
少
が
大
き
な
懸
念
に

　

計
画
通
り
に
只
見
高
校
の
定
員

が
縮
小
と
な
る
と
、
定
員
数
の
不

足
や
教
員
数
の
減
少
が
懸
念
さ
れ

ま
す（
表
２
参
照
）。
特
に
教
員
数

の
減
少
は
、
生
徒
の
多
様
な
進
路

実
現
に
対
し
て
大
き
な
影
響
を
与

え
る
も
の
で
あ
り
、
仮
に
定
員
縮

小
と
な
っ
た
場
合
で
も
、
現
行
教

員
数
の
維
持
や
減
少
と
な
っ
た
場

合
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

県
教
育
委
員
会
は
、
只
見
高
校

の「
県
立
高
等
学
校
改
革
懇
談
会
」

を
計
２
回
開
催
し
、
そ
の
中
で
出

席
者
か
ら
一
学
級
化
に
反
対
す
る

声
が
多
く
上
が
り
ま
し
た
。
結
果

と
し
て
、
２
回
目
終
了
時
（
８
月

28
日
）
に
も
一
学
級
化
の
方
針
は

変
わ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
県
か

ら
「
進
路
希
望
調
査
に
基
づ
き
、

多
く
の
入
学
希
望
者
が
想
定
さ
れ

る
年
に
、
暫
定
的
に
定
員
を
増
や

す
こ
と
」
や
「
教
員
の
追
加
配
置

を
す
る
こ
と
」
な
ど
を
検
討
し
、

町
民
の
懸
念
に
対
応
す
る
と
の
説

明
が
あ
り
ま
し
た（
表
３
参
照
）。

　

財
政
的
な
問
題
も
あ
り
、
こ
れ

ら
の
対
策
が
ど
の
程
度
ま
で
実
現

す
る
か
は
不
明
で
す
が
、
こ
れ
以

降
は
、
県
と
町
が
連
携
し
、
生
徒

へ
の
影
響
を
最
小
限
に
す
る
た
め

に
動
い
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
の
後
、
年
度
内
に
懇
談
会
開

催
の
予
定
は
な
し
。

▲８月５日 PTA連絡協議会が請願署名を提出
※写真は福島民友新聞社様より提供

▲６月２８日 鈴木 県教育長（左）に要望活動

▶
只
見
高
校
で
行
わ
れ
た

　
「
第
２
回
県
立
高
等
学
校
改
革
懇
談
会
」

表2 　只見高校の定員縮小により懸念されること

表3 　只見高校に係る県教育委員会の方針
（R1.8.28「第2回只見高校学校改革懇談会」時）
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